
さ
く
ら
て
ん
し

ぎ
ん
な
ん　

ぎ
ん
ち
ゃ
ん

し
い
た
け　

た
け
ち
ゃ
ん

ゆ
ず
ぼ
う
や

フ
ラ
フ
ラ　

フ
ラ
く
ん

あ
じ
さ
い
ひ
め

森
の
モ
リ
く
ん

物
部　

ア
ユ
ち
ゃ
ん

龍
河
洞　

リ
ュ
ー
く
ん

瀧
の
シ
ブ
キ
ち
ゃ
ん

さ
ん
れ
い　

さ
ん
ち
ゃ
ん

土
佐
打
刃
物　

タ
ン
ち
ゃ
ん

か
り
か
り　

モ
モ
コ
ち
ゃ
ん

や
な
せ
た
か
し

Ｃ

た
だ
い
ま

No.１５７

　

こ
ん
に
ち
は
、
香
美
市
の
皆

さ
ん
！
私
は
高
知
工
科
大
学
の

知
能
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
の
博

士
課
程
１
年
生
で
す
。
私
の
故

郷
は
中
国
で
最
も
人
口
の
多
い

河
南
省
で
す
。
そ
こ
に
は
中
国

カ
ン
フ
ー
と
中
国
仏
教
の
発
祥

の
地
で
あ
る
少
林
寺
が
あ
り
ま

す
。

　

少
林
寺
は
世
界
的
に
有
名
な

仏
教
寺
院
で
あ
り
、
『
世
界
一

の
寺
院
』
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
少
林
拳
の
研
究
・
創

作
・
継
続
的
な
発
展
に
専
念
す

る
少
林
拳
僧
で
世
界
的
に
有
名

で
す
。
少
林
寺
は
長
い
間
、
文

化
的
な
意
味
で
仏
教
寺
院
の
建

築
芸
術
を
超
越
し
て
き
ま
し
た
。

少
林
寺
の
武
道
の
国
家
的
真
髄

に
代
表
さ
れ
る
、
禅
、
意
、
芸

術
、
医
学
を
カ
バ
ー
す
る
少
林

寺
文
化
は
、
中
国
文
明
の
傑
出

し
た
代
表
で
あ
り
宝
物
で
す
。

少
林
寺
は
中
国
文
化
の
特
徴
的

レ
ン
・
モ
ン
イ
（
任
孟
沂
）  

　
　
　
　
　
　

中
国
／
河
南
省

な
シ
ン
ボ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

初
め
て
香
美
市
に
来
た
と
き
、

こ
こ
の
誰
も
が
と
て
も
礼
儀
正

し
く
、
や
さ
し
い
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
こ
の
山

や
川
は
美
し
く
、
空
気
が
新
鮮

で
、
自
然
環
境
も
美
し
い
と
感

じ
ま
し
た
。
私
は
自
然
が
と
て

も
好
き
な
の
で
、
こ
の
よ
う
な

環
境
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
う

れ
し
い
で
す
。
高
知
に
は
幸
せ

な
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

友
達
と
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を

し
た
り
、
美
し
い
自
然
の
風
景

を
眺
め
た
り
、
お
い
し
い
食
べ

物
を
探
索
し
た
り
、
実
験
に
成

功
し
た
り
す
る
こ
と
で
す
。
な

か
で
も
、
食
べ
物
を
探
す
の
が

一
番
好
き
で
、
味
噌
ラ
ー
メ
ン

と
親
子
丼
が
大
好
き
で
す
。

　

こ
ん
な
に
美
し
い
町
を
作
っ

て
く
れ
た
香
美
市
の
み
ん
な
に

感
謝
し
ま
す
。
私
は
皆
さ
ん
と

一
緒
に
今
後
３
年
間
過
ご
す
こ

と
に
な
り
ま
す
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　古代から南海道は、大きな地震に見舞われたと

考えられるが、伝説や伝承として伝わるだけで、

記録は少ない。その中で、都で記録されたものに

南海地震らしきものが残るが、現在のように震源

地やマグニチュード、地域的な被害情況の詳細は

分からない。

　天武天皇の十三年(６８４)１１月、東南海地方で

発生した白鳳地震と呼ばれる推定M８.２５の地震

で、山崩れ、河湧き、家屋寺社倒潰し、土佐国に

も津波が来襲、貢船が多数流失、田苑50万余(約

12㎢)沈降して海となった。

人定におよびて大地震、挙国の男女叫唱東西を

知らず。山崩れ、河湧き諸国郡官舎及び百姓の倉

屋寺塔、神社、破壊の類あげて数うべからず。是

によって人民および六畜多く死傷す。時に伊予の

温泉没して出でず。土佐国の田苑五十余万項、没

して海となる

土佐国司言うさく大潮たかく騰り、海水飄蕩。

これにより運調船多く放失す

と日本書紀にある。

ひょうとう

第２７回  ７回  香南の津波香南の津波
　康安元年(１３６１)６月２４日、香美郡田村下庄

正奥寺古文書等多数大塩で流失する(『土佐国編

年紀事略三』)。この記録は、高知龍馬空港西側

付近の正奥寺で、津波来襲で所蔵の古文書が多く

流失したと読むことができる。とすると、土佐山

田町南部や物部川にも逆流したと想像される。

　近く、必ず発生すると言われる南海トラフ地震

は、大きな規模と言われている。東日本大震災は、

記憶にも新しい。寄せ波と引き波で人命も生活基

盤も失われた。流れる車の火災には驚いた。近く

のコンクリート造り３階以上の建造物を津波避難

場所と考えておかなければならないのではないか

と考える。阪神・淡路大震災を思い出しても、車

での避難は難しいように見えた。

　高知県東部は、古来から台風の通路、大雨洪水

の災害頻度も高い。加えて南海トラフ地震は必ず

発生する。近年、香美市では大きな災害が少ない

ように思える

が、『備えあ

れ ば 憂 い な

し』ではない

だろうか。

（香美市文化

財 保 護 審 議

会・岡村）
▲津波は物部川を遡ることも
　想定される

２３ Kami

　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

め んち
ゃ
ん

　今月満１～３歳の誕生日を迎え

お子さんを紹介します。

おたんじょうび
おめでとう

申し込みは誕生月の前月１日まで 。

　  総務課 ☎５３－３１１２問

※○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。香山 物

や
な
せ
た
か
し

Ｃゆ
ず
ぼ
う
や

ご応募をおまち

しています

◆
危
険
物
安
全
週
間

６
月
６
日
～
12
日
は
、
危
険

物
安
全
週
間
で
す
。

　

ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油
等
の
石
油

類
を
は
じ
め
と
す
る
危
険
物
は
、

事
業
所
等
で
幅
広
く
利
用
さ
れ

る
と
と
も
に
、
私
た
ち
の
生
活

に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も

の
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ら
の
危
険
物
は
、
火
災
等
の
災

害
を
誘
発
す
る
危
険
性
を
持
っ

て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
、

潤
滑
油
ス
プ
レ
ー
・
ヘ
ア
ス
プ

レ
ー
な
ど
、
危
険
物
を
使
用
し

た
製
品
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

普
段
の
取
り
扱
い
や
保
管
方

法
に
も
注
意
が
必
要
で
す
が
、

特
に
ご
み
と
し
て
廃
棄
す
る
際

に
は
、
完
全
に
使
い
切
っ
て
か

ら
捨
て
な
け
れ
ば
、
ご
み
収
集

車
の
火
災
に
も
つ
な
が
る
た
め

大
変
危
険
で
す
。

　

ま
た
、
セ
ル
フ
方
式
の
給
油

所
で
の
適
切
な
給
油
方
法
等
も

　　
(山田高校マンガ部)

Kami ２２

掲　

示　

板

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※

危
険
物
安
全
週
間
推
進
標
語
は

『
事
故
ゼ
ロ
へ　

ト
ラ
イ
重
ね
る　

ワ
ン
チ
ー
ム
』
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

消
防
課
予
防
班

☎
53
・
４
１
７
９

◆
高
知
職
業
能
力
開
発
短
期

大
学
校
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

高
知
職
業
能
力
開
発
短
期
大

学
校
（
K
P
C
）
は
、
厚
生
労

働
省
所
管
の
工
業
系
短
期
大
学

校
で
す
。
生
産
機
械
技
術
科
と

電
子
情
報
技
術
科
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　

学
校
の
雰
囲
気
を
感
じ
て
い

た
だ
く
た
め
、
高
校
生
等
を
対

象
に
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を

実
施
し
ま
す
（
保
護
者
の
方
も

大
歓
迎
で
す
）
。

　

申
込
み
方
法
や
詳
し
い
内
容

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

※

開
催
時
間
や
内
容
は
変
更
に
な
る

場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

【
内
容(

予
定)

】
学
校
・
学
科

紹
介
／
入
試
概
要
説
明
／
就
職

状
況
紹
介
／
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア

ー
／
も
の
づ
く
り
体
験
（
要
予

約
）
／
ラ
ン
チ
体
験
（
要
予

約
）
／
学
生
寮
の
見
学
／
在
校

生
交
流
カ
フ
ェ
／
個
別
相
談

入
試
対
策
講
座

　

第
一
志
望
合
格
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
た
め
、
数
学
・
面
接
の
対

策
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

※

開
催
時
間
や
内
容
は
変
更
に
な
る

場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

【
日
時
】
９
月
26
日
（
日
）

10
時
30
分
～
15
時(

受
付
10
時
～)

【
内
容(

予
定)

】
数
学
Ⅰ
対
策

／
面
接
対
策
講
座
／
個
別
相
談

【
場
所
】
高
知
職
業
能
力
開
発

短
期
大
学
校(

香
南
市
野
市
町)

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

高
知
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学

校
（
K
P
C
）
学
務
援
助
課

☎
０
８
８
７
・
５
６
・
４
１
０
０

h
ttp

://w
w

w
3
.jeed

.g
o
.jp

/k
o
ch

i/co
lleg

e/

　　 開催日

６月２０日（日）

７月１８日（日）

８月１日（日）

９月５日（日）

１２月１９日（日）

 　　　　　　　予定時間

１１時～１５時３０分（受付１０時４０分～）

１１時～１５時３０分（受付１０時４０分～）

９時～１３時　生産機械技術科

　　　　　　　　　　（受付８時４０分～）

１２時～１６時　電子情報技術科

　　　　　　　　　 （受付１１時４０分～）

１１時～１５時３０分（受付１０時４０分～）

１３時～１５時３０分（受付１２時４０分～）

　  ものづくり体験

　　　１科選択

　　　１科選択

“ものづくり体験”を
主体とした回です。
両科の体験も可能です。

　　　１科選択

　　 両科ミニ体験

ＨＰ

１６６１６６
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